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生涯研 修プロ グラム 　 ll） ク リ ニ カ ル カ ン フ ァ ラ ン ス
ー こ れ だけは知 っ て お きた い

一

1．不妊治療 の 最前線　多胎妊娠を予 防する ため に
一

1）胚盤胞移植

東邦大学講師　安　　部 裕 　 司

　1978年 ヒ ト体外受精 8 細胞期胚 を子宮 内に 移

植 し挙児が 得 られ て 以 来 ， 媒精 後 2〜3 日 目の 2

〜8細胞期胚 を子宮 内へ 移植す る こ とが
一

般的 と

な っ て きた．こ の ような早期移植 の 理 由として 体

外培養胚の発育遅延によ る子宮内膜環境 との 位相

差 を最小 限に し， 体外環境に対す る暴露時間を短

縮する こ とが挙 げ られる．しか し通常 こ の 時期の

胚は卵管内に存在 しこ の よ うな早期移植は非生理

的状態 と い わ ざる を得な い ．従 っ て妊娠率を上 昇

す るため に は多数の胚 を移植 する こ ととなる が ，

そ の ため多胎妊娠が増加 し， その 周産期管理 や減

数手術など に よ る患者の 精神的 ， 肉体的重圧 が問

題 とな っ て い る．こ れ ら多胎妊娠 を予防する に は

移植胚数 を制限する こ とで ある．生理的な着床環

境に Viableな胚 を選別 し移植 すれ ば妊娠 率を低

下 させ ず に移植胚数 を制 限す る こ とが 可能 とな

る．こ れ らを解決する 目的で ， 近年培養液の 改良

と と もに胚盤胞移植が広 く行 われる ように な っ て

きた．胚盤胞移植 における利点 は，生理 的に子宮

腔内に存在す る胚盤胞 を移植す る こ とに よ り胚の

ス テ
ージ と子宮内環境を

一
致させ る こ とが で き ，

また培養時間延長 の ため胚 の 淘 汰による良好胚の

選別が 可能な点で ある，しか しその 反面，
一一
卵性

双胎の発生や培養時 間延長 に よ る胚 へ の 影響 ，

蚤aboratOly 　work の 負担な どが懸念され て い る．こ

れ らに対する基礎お よ び臨床デ
ー

タを呈示 し，さ

らに 単
一

胚移植の 可能性 に つ い て 検 討 を加 えた

い ．

2）病態か らみ た排卵誘発法の 選択

群馬大学周産母子 セ ン ター講 師 安 　 藤
一　 道

　本邦の 多胎妊娠率 は依然増加傾向で周産期医療

に重大 な影 を投 げか けてお り， 排卵誘発剤の 使用

に 際 して は患者 の 病態を十 分把握 し適切 な排卵誘

発法を選択 し適切 な妊娠率の 向上 と と もに多胎妊

娠の 予防に努める必要が ある，

　排卵 障害 は血 中 PRL ・LH ・FSH 値 よ り高 PRL

血症性 ， 低ゴ ナ ドトロ ピ ン （G）血 症性，正 G 血症

性 ， お よび高 G 血症 性排卵障害 に分類 され ， 高

PRL 血症性 に は ドーパ ミ ン 作動薬（プ ロ モ ク リプ

チ ン ・テ ル グ リ ドな ど）， 低 G 血 症性 （視床下 部性

第二 度無月経）に は GnRH パ ル ス 療法， 多嚢胞性

卵巣症 候群 （PCOS ）を含む正 G 血症性 に は抗 エ ス

ト ロ ゲ ン 療 法 （ク エ ン 酸 ク ロ ミ フ ェ ン ・シ ク n

フ ェ ニ ール など）が 第
一選択の 排卵誘発法で

，
これ

らの 治療法 では多胎妊娠の発生頻度は少 ない ．こ

れ に対 して 下 垂体性 性腺刺 激 ホ ル モ ン （hMG ）製

剤を用 い た G 療法は，お もに抗エ ス トロ ゲ ン療法

抵抗性の PCOS を含む 正 G 血症性排 卵障害 に 対

する 第二 選択の 治療法に位置づ け られ るが ， hMG

製剤に対する卵巣の 反応性 は病態お よび個人に よ

り大 きく異な り，時に多発卵胞発育
・排卵 が誘発

され 多胎妊娠の 発生頻度が高 くなる．単
一

卵胞発

育機序の 解明が 道なか ばで ある現状で ， hMG 製剤

に よる多発卵胞発育を予防するため漸減法や 少量
唱

漸増 法 ， FSH −GnRH パ ル ス 療 法 な ど さ まざ ま な

hMG 製剤の 投与法が工 夫され て い る，本 カ ン フ ァ

ラ ン ス で は多胎妊娠を予 防する ため の G 療法時

の 最適排卵誘発法 を中心 に論 じた い ．
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